
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．予算の特徴 ·············· １ 

２．各会計予算の規模 ··········· ２ 

３．歳入予算（一般会計） ········· ３ 

４．歳出予算（一般会計） ········· ５ 

５．区民生活を支えるために重点的に取り組む施策 

  ・子どもに関する取組み ········ ９ 

  ・保健福祉に関する取組み ······· 17 

  ・地域振興に関する取組み ······· 28 

  ・環境まちづくりに関する取組み ···· 32 

  ・政策経営に関する取組み ······· 38 

６．今後の財政見通し ··········· 41 

令和３年度 

当初予算（案）の概況 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

世界中に未曾有の被害をもたらしている新型コロナウイルス感染症は、依然、収束

に向けて先行きが不透明な状況となっています。我が国も度重なる感染拡大の波に見

舞われ、本区においても、区民生活や地域経済に大きな影響を与えていることから、

区民を支えるための対策と支援が急務となっています。また、長引く感染拡大や社会

の変化を受け、ウィズコロナ・アフターコロナにおける新しい生活様式を見据えた行

政サービスの提供が求められています。さらに、令和３年に延期となった東京2020

オリンピック・パラリンピック競技大会（以下「東京2020大会」という。）開催に

ついても、感染防止を図った対応が必要です。 

一方、歳入面では、感染拡大による様々な影響により、個人住民税などの特別区税

や法人住民税などを原資として東京都から交付される特別区交付金の大幅な減収が見

込まれ、今後もしばらくは厳しい財政状況となることが見込まれます。 

このような状況を踏まえ、令和３年度予算は、「区民の命と健康を守ることを最優

先に、新しい生活様式を見据えて区民生活をしっかりと支える予算」とし、新型コロ

ナウイルス感染症による社会の変化に対応しながらも、質の高い行政サービスを継続

的かつ安定的に提供することを念頭に置いて編成を行いました。 

この結果、厳しい財政状況が予想される中でも、過去の執行状況を踏まえ、事業の

選択と集中を考慮しながら予算配分を図るとともに、不測の事態に備えて積み上げた

基金を有効活用し、新型コロナウイルス感染症への体制整備や医療支援、区内商工業

活性化のための中小企業支援をはじめ、新しい生活様式に対応するための業務のデジ

タル化への取組みなどに必要な予算を計上しました。 

また、少子高齢化による我が国全体の人口減少が続く中、本区の人口は年々増加し

ており、７万人に迫る勢いとなっています。こうした傾向は、これまで本区が取り組

んできた施策の成果である一方で、子どもや高齢者など、特に行政サービスを必要と

する年齢層を増加させたことから、子育て支援やＩＣＴ教育などの教育環境の充実、

介護施設の機能拡充、8050問題への支援などの予算も確保しました。 

本区は、新型コロナウイルス感染症により激動する社会経済情勢の中にあっても、

住民に一番身近な基礎自治体として、新型コロナウイルス感染拡大から区民の命と健

康を守るための適時適切な対策を図りながら、豊かな地域社会の実現に向けて、今後

も着実な施策の推進に努めます。 
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●令和３年度の全会計合計の予算規模は、753 億円、前年度対比△12 億 27 百万円、△1.6％

の減となりました。 

●一般会計は、627 億 79 百万円、前年度対比△18 億 47 百万円、△2.9％の減となりまし

た。なお、区民一人あたりの予算額は 93 万４千円（※）となりました。 

●国民健康保険事業会計は、58 億 31 百万円、前年度対比１億５百万円、1.8％の増となり

ました。 

●介護保険特別会計は、47 億 93 百万円、前年度対比４億 76 百万円、11.0％の増となりま

した。 

●後期高齢者医療特別会計は、18 億 97 百万円、前年度対比 38 百万円、2.1％の増となり

ました。 

 

（※）令和３年度一般会計予算額を令和３年 1 月 1 日現在の住民基本台帳人口 67,216 人で除して算出した額で

す。（千円未満は四捨五入しています。） 

 

 

 各会計予算の編成状況 

 

 
 

 

 

 

 

 

（単位：百万円）

会 計 名 令和３年度 令和２年度 増(△)減額 増(△)減率

一 般 会 計 62,779 64,626 △ 1,847 △ 2.9%

国 民 健 康 保 険 事 業 会計 5,831 5,726 105 1.8%

介 護 保 険 特 別 会 計 4,793 4,317 476 11.0%

後期高齢者医療特別会計 1,897 1,859 38 2.1%

全 会 計 合 計 75,300 76,527 △ 1,227 △ 1.6%

※表示単位未満を四捨五入しているため、合計等と一致しない場合があります。

各会計予算の規模 2 
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●特別区税は、前年度対比△15 億 57 百万円、△7.4％の減となりました。このうち特別区

民税は、課税標準額の減などにより、前年度対比△2 億 97 百万円、△1.7％の減、特別区

たばこ税は、売渡本数の減などにより、前年度対比△12 億 49 百万円、△35.2%の減とな

りました。 

●地方消費税交付金は、景気悪化等に伴う消費の減などにより、前年度対比△11 億円、△

10.3％の減となりました。 

●特別区交付金は、交付金の原資となる調整税等の減などにより、前年度対比△４億 91 百万

円、△11.2％の減となりました。 

●国庫支出金は、「生活困窮者自立相談支援事業費等負担金」53 百万円や「児童手当」45 百

万円の増などにより、前年度対比１億 90 百万円、4.7％の増となりました。 

●都支出金は、「私立保育所等整備費補助金」△5 億 59 百万円の減などにより、前年度対比

△7 億 80 百万円、△19.5％の減となりました。 

●繰入金は、（仮称）外神田一丁目公共施設整備完了に伴う「社会資本等整備基金繰入金」△

18 億 81 百万円の減はあるものの、財源不足対応等のための「財政調整基金繰入金」34

億 98 百万円の増などにより、前年度対比 15 億 72 百万円、14.7％の増となりました。 

●諸収入は、「特別区競馬組合分配金」1 億円の増などにより、前年度対比 1 億 16 百万円、

7.2％の増となりました。 
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歳入予算一覧表 

 

 

※入湯税は地方税法に基づき、観光の振興経費へ活用します。 

※地方譲与税のうち、森林環境譲与税（14,700 千円）については、森林の整備及びその促進に関する

費用に活用します。 

※地方消費税交付金のうち、平成 26 年度の消費税法改正に伴う税率改定分については、社会保障費へ

活用します。 

区　分 令和３年度予算額 令和２年度予算額

　科　目 金　　額 構成比 金　　額 構成比
千円 ％ 千円 ％ 千円 ％

1 特 別 区 税 19,492,865 31.1 21,050,100 32.6 △1,557,235 △7.4 

特 別 区 民 税 17,153,605 27.3 17,450,492 27.0 △296,887 △1.7 

軽 自 動 車 税 34,663 0.1 34,829 0.1 △166 △0.5 

特 別 区 た ば こ 税 2,301,427 3.7 3,550,836 5.5 △1,249,409 △35.2 

入 湯 税 3,170 0.0 13,943 0.0 △10,773 △77.3 

2 地 方 譲 与 税 284,700 0.5 314,700 0.5 △30,000 △9.5 

3 利 子 割 交 付 金 45,000 0.1 50,000 0.1 △5,000 △10.0 

4 配 当 割 交 付 金 210,000 0.3 200,000 0.3 10,000 5.0 

5 株式譲渡所得 割交 付金 250,000 0.4 150,000 0.2 100,000 66.7 

6 地 方 消 費 税 交 付 金 9,600,000 15.3 10,700,000 16.6 △1,100,000 △10.3 

7 自 動 車 取 得 税 交 付 金 1 0.0 1 0.0 0 0.0 

8 環 境 性 能 割 交 付 金 55,000 0.1 60,000 0.1 △5,000 △8.3 

9 地 方 特 例 交 付 金 40,000 0.1 30,000 0.0 10,000 33.3 

10 特 別 区 交 付 金 3,890,749 6.2 4,381,678 6.8 △490,929 △11.2 

11 交通安全対策特別交付金 25,000 0.0 25,000 0.0 0 0.0 

12 分 担 金 及 び 負 担 金 859,982 1.4 816,804 1.3 43,178 5.3 

13 使 用 料 及 び 手 数 料 6,153,235 9.8 6,040,947 9.3 112,288 1.9 

14 国 庫 支 出 金 4,251,792 6.8 4,061,512 6.3 190,280 4.7 

15 都 支 出 金 3,229,884 5.1 4,009,920 6.2 △780,036 △19.5 

16 財 産 収 入 291,908 0.5 325,169 0.5 △33,261 △10.2 

17 寄 附 金 40,504 0.1 40,120 0.1 384 1.0 

18 繰 入 金 12,232,531 19.5 10,660,380 16.5 1,572,151 14.7 

19 繰 越 金 100,000 0.2 100,000 0.2 0 0.0 

20 諸 収 入 1,725,609 2.7 1,609,436 2.5 116,173 7.2 

歳 入 合 計 62,778,760 100.0 64,625,767 100.0 △1,847,007 △2.9 

増(△)減額 増(△)減率
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（1）目的別歳出 

 

●議会費は、「議会運営システムの整備」△90 百万円の減などにより、前年度対比△92 百万

円、△16.7%の減となりました。 

●子ども費は、「お茶の水小学校・幼稚園の整備」の事業進捗等による６億 40 百万円や「私

立保育所等運営補助」６億 13 百万円、新型コロナウイルス感染症の影響による「児童手当」

65 百万円の増などにより、前年度対比 22 億 24 百万円、13.6％の増となりました。 

●保健福祉費は、新型コロナウイルス感染症対策に伴う「健康危機管理対策」４億 95 百万円

の増があるものの、「（仮称）二番町高齢者施設の整備」完了による△9 億 89 百万円や新型

コロナウイルス感染症対策に伴う「敬老会」休止による△14 百万円の減などにより、前年

度対比△３億 71 百万円、△4.5％の減となりました。 

●地域振興費は、「経済センサス活動調査」１億６百万円や新型コロナウイルス感染症対策に

伴う「商工融資事業」91 百万円の増があるものの、「（仮称）外神田一丁目公共施設整備」

完了による△25 億 64 百万円や新型コロナウイルス感染症対策に伴う「さくらまつり」休

止による△98 百万円の減などにより、前年度対比△22 億 12 百万円、△27.3％の減とな

りました。 

●環境まちづくり費は、「地域別まちづくりの推進」３億１百万円や新型コロナウイルス感染

症対策に伴う「ごみの収集・運搬」４百万円の増があるものの、「（仮称）区立麹町仮住宅の

整備」完了による△17 億 54 百万円の減などにより、前年度対比△15 億 6 百万円、△

14.7％の減となりました。 

●総務費は、「旧和泉町ポンプ所跡地の購入」△７億 51 百万円や新型コロナウイルス感染症

対策に伴う「職員研修（海外派遣研修）」休止による△７百万円、「新年交歓会」休止による

△５百万円の減があるものの、ウィズコロナにおける新しい生活様式を見据えた「全庁 L A 

N のリプレース」６億 27 百万円や「旧区立外神田住宅区分所有部分取得」５億 12 百万円

の増などにより、前年度対比 1 億２百万円、1.6％の増となりました。 

●職員費は、定年退職者数の減などにより、前年度対比△５億 94 百万円、△4.7％の減とな

りました。 

●諸支出金は、「公共料金支払基金繰出金」５億円の増などにより、前年度対比５億 16 百万

円、25.1％の増となりました。 

  

歳出予算（一般会計） 4 
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歳出予算一覧表（目的別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歳出予算額（目的別）の推移 
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区　分 令和３年度予算額 令和２年度予算額

科　目 金　　　額 構成比 金　　　額 構成比

千円 ％ 千円 ％ 千円 ％

1 議 会 費 460,430 0.7 552,685 0.9 △92,255 △16.7 

2 子 ど も 費 18,621,149 29.7 16,397,226 25.4 2,223,923 13.6 

3 保 健 福 祉 費 7,863,332 12.5 8,234,009 12.7 △370,677 △4.5 

4 地 域 振 興 費 5,890,200 9.4 8,101,960 12.5 △2,211,760 △27.3 

5 環 境 ま ち づ く り 費 8,717,886 13.9 10,223,417 15.8 △1,505,531 △14.7 

6 総 務 費 6,310,636 10.1 6,208,410 9.6 102,226 1.6 

7 職 員 費 12,035,277 19.2 12,629,355 19.5 △594,078 △4.7 

8 公 債 費 54,548 0.1 69,844 0.1 △15,296 △21.9 

9 諸 支 出 金 2,575,302 4.1 2,058,861 3.2 516,441 25.1 

10 予 備 費 250,000 0.4 150,000 0.2 100,000 66.7 

62,778,760 100.0 64,625,767 100.0 △1,847,007 △2.9 

増(△)減額 増(△)減率

歳 出 合 計
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（２）性質別歳出 

 

●義務的経費は、前年度対比△１億 71 百万円、△0.9％の減となりました。 

●そのうち人件費は、定年退職者数の減などにより、前年度対比△5 億 23 百万円、△4.0％

の減となりました。 

●扶助費は、子ども・子育て支援法に基づく給付である「私立保育所等運営補助」1 億 72 百

万円の増などにより、前年度対比３億 67 百万円、5.4％の増となりました。 

●一般行政費は、前年度対比 22 億 36 百万円、6.8％の増となりました。 

●そのうち物件費は、「ＩＣＴ学校教育システムの推進」８億 97 百万円、ウィズコロナにお

ける新しい生活様式を見据えた「全庁 L A N のリプレース」６億 27 百万円の増などによ

り、前年度対比 20 億 27 百万円、11.1％の増となりました。 

●補助費等は、新型コロナウイルス感染症対策に伴う「健康危機管理対策」４億 85 百万円の

増があるものの、「（仮称）二番町高齢者施設の整備」完了による△９億 89 百万円の減など

により、前年度対比△４億 43 百万円、△3.8％の減となりました。 

●繰出金は、「公共料金支払基金繰出金」５億円の増などにより、前年度対比 5 億 14 百万円、

25.8％の増となりました。 

●投資的経費は、「お茶の水小学校・幼稚園の整備」７億 28 百万円の増があるものの、「（仮

称）外神田一丁目公共施設整備」完了による△25 億 62 百万円、「（仮称）麹町仮住宅の整

備」完了による△17億35百万円の減などにより、前年度対比△38億16百万円、△35.3％

の減となりました。 

 

 

 歳出予算額（性質別）の推移  
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※「その他」は、繰出金、維持補修費、積立金、貸付金、出資金、予備費です。

歳出予算一覧表（性質別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歳出予算（性質別）構成比の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区　分 令和３年度予算額 令和２年度予算額

科　目 金　　　額 構成比 金　　　額 構成比
千円 ％ 千円 ％ 千円 ％

19,737,948 31.4 19,908,913 30.8 △170,965 △0.9 

人 件 費 12,521,157 19.9 13,044,048 20.2 △522,891 △4.0 

扶 助 費 7,162,243 11.4 6,795,021 10.5 367,222 5.4 

公 債 費 54,548 0.1 69,844 0.1 △15,296 △21.9 

34,979,915 55.7 32,744,309 50.7 2,235,606 6.8 

物 件 費 20,278,757 32.3 18,252,100 28.2 2,026,657 11.1 

補助費等 11,199,216 17.8 11,642,212 18.0 △442,996 △3.8 

繰 出 金 2,508,133 4.0 1,994,115 3.1 514,018 25.8 

そ の 他 993,809 1.6 855,882 1.3 137,927 16.1 

67,169 0.1 64,746 0.1 2,423 3.7 

1,003,575 1.6 1,003,575 1.6 0 0.0 

- - 97,810 0.2 △97,810 皆減

6,990,153 11.1 10,806,414 16.7 △3,816,261 △35.3 

62,778,760 100.0 64,625,767 100.0 △1,847,007 △2.9 

※「その他」は、維持補修費、予備費です。

積 立 金

貸 付 金

出 資 金

投 資的 経費

歳 出 合 計

増(△)減額 増(△)減率

義 務的 経費

一 般行 政費
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保育園と学童クラブにおける「待機児童ゼロ」の継続をめざし、私立認可保育所・

私立学童クラブの整備や運営の支援を行い、子どもの健やかな成長に向けた支援を行

います。また、大人も子どもも共に成長していく「共育」の理念のもとに、妊娠期を

含む子育て世代や０～18 歳までの子どもの成長を見通した切れ目のない支援体制の

充実、子育て世代の経済的負担軽減を行い、子育て環境の向上をめざします。 

 

■ 保護者の多様なライフスタイルに応じた子育てができる環

境を整えます 

 

保護者の就業形態等の多様化に応じた教育・保育の形態が選べ、どの教育・保育施

設でも子どもたちがのびのび成長できるよう良好な環境を整えます。 

 

● 増大する保育需要に対応するため、令和４年度に区有地（旧高齢者センター跡地）

を活用した私立認可保育所の開設をめざし、既存建物を解体し該当用地を整備する

など、保育園の待機児童ゼロの継続をめざし保育供給量の拡大に取り組みます。 

● 保育所運営事業者に対し、保育士が保育に専念できるよう保育補助のための人材

確保に係る経費助成「保育補助配置経費加算」等を新設します。 

● 放課後子ども教室について、プログラムの充実を図るとともに、学校内学童クラ

ブとの連携を強め、学童クラブの待機児童ゼロを継続します。 

● （仮称）四番町公共施設について、既存施設の解体工事及び新築工事を進め、令和

7 年度の開設をめざします。 

● 「千代田区の子どもたちのための就学前プログラム」について、これまでの本区

における取組みに新たな保育の手法等を加えた改訂を行い、さらに保育・教育の充

実を推進していきます。 

 

子どもに関する取組み 予算総額 18,621 百万円 
           （令和２年度 16,397 百万円）   

5 区民生活を支えるために重点的に取り組む施策 

9



 

  

（単位：千円）

主な事業

待機児童ゼロ対策（保育園・学童クラブ）

私立保育所等整備補助（私立保育所） 442,455 1,103,958 △ 661,503

保育所用地の整備 120,439 115,382 5,057

民間事業者支援（保育園）

私立保育所等運営補助
拡充
独自

4,185,723 3,572,799 612,924

地域型保育事業運営補助
拡充
独自

528,168 567,478 △ 39,310

認証保育所等運営補助
拡充
独自

1,325,984 1,316,773 9,211

民間事業者支援（学童クラブ）

いずみこどもプラザ運営補助 89,235 102,862 △ 13,627

富士見わんぱくひろば事業運営 110,964 125,008 △ 14,044

放課後子ども教室 144,646 151,360 △ 6,714

学校内学童クラブ 201,798 219,339 △ 17,541

私立学童クラブ運営補助 602,774 562,149 40,625

児童施設の整備

（仮称）四番町公共施設整備 133,596 361,300 △ 227,704

その他

就学前プログラムの改訂 新規 4,980 0 4,980

「ちよだみらいプロジェクト」に掲げた10年
後の姿を実現するための主な取組み 新規

拡充
独自

令和3年度
予算額

令和2年度
予算額

増(△)減額
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■ 安心して子育てができ、子どもたちがすくすくと育つ地域づ

くりを進めます 

 

妊娠・出産から安心して子育てまで継続した支援を行い、子育てに関する不安が少

なく、次世代を担う子どもたちが健やかに成長できるまちづくりをめざします。 

 

● 障害のある子どもや発達に課題のある子どもに「はばたきプラン（障害児ケアプ

ラン）」を作成するとともに、支援情報をまとめた「子育てカルテ」を活用して関係

機関との連携を図り、妊娠期から 18 歳までの切れ目ない支援を提供する体制を整

えます。 

● 所得制限を設けずに子どもの医療費助成を行うことで、子育て世帯をサポートし

ます。 

● 育児不安を感じる妊産婦等への支援を充実させることを目的に、子ども在宅サー

ビスの利用期間及び利用上限を拡充します。 

● 医療的ケアを必要とする児童の増加等を踏まえて、重症心身障害児等在宅レスパ

イト事業の利用回数の拡充及び利用料の負担を軽減します。 

  

（単位：千円）

主な事業

子ども・子育てに関する総合相談／児童の虐待防止・早期発見

障害児ケアプラン「はばたきプラン」 独自 19,896 19,896 0

子どもを支援するための給付

児童手当等の支給 978,113 920,333 57,780

こども医療費助成 446,804 411,152 35,652

子ども在宅サービス 拡充 9,365 4,995 4,370

子ども発達センター「さくらキッズ」 独自 92,494 92,304 190

重症心身障害児等在宅レスパイト事業
拡充
独自

3,030 3,630 △ 600

「ちよだみらいプロジェクト」に掲げた10年
後の姿を実現するための主な取組み 新規

拡充
独自

令和3年度
予算額

令和2年度
予算額

増(△)減額
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■ 他者を思いやり、人との関係をより良く築く力を共に育む教

育を進めます 

 

個に応じた指導の充実を図るとともに、多様な人間関係の中で、他者を思いやり、

相手の立場に立って考えられる力を育むため、心の教育を充実します。 

 

● 「千代田区いじめ防止等のための基本条例」に基づき、健全育成サポートチーム

や臨床心理士等の専門家と連携しながら、いじめの未然防止・早期発見・早期対応

に努めます。 

 

 

■ グローバル社会で活躍する資質・能力を育て、主体的・協働

的・創造的に生きる力を身に付ける質の高い教育を進めます 

 

社会の変革に対応するため、国際教育の一層の推進に努め、学力・体力の向上を図

るとともに、各学校の実情を活かした特色ある教育の充実を図ります。 

 

● 令和２年度に、児童・生徒に一人１台のＩＣＴ環境を整備し、資質・能力が一層

確実に育成できるよう、国の「ＧＩＧＡスクール構想」を推進するとともに、新型

コロナウイルス感染拡大等による休校措置の際にも「学びの継続」ができる体制を

整えました。令和３年度は、小・中学校の「ＩＣＴ教育システム」・「校務支援シ

ステム」のリプレースに併せて、必要なシステムを「ＩＣＴ学校教育システム」と

して一体化し、教員・児童・生徒の力を最大限に引き出す環境をさらに整えていき

ます。 

● 新学習指導要領に基づき、小学校では、３・４年生には週１回、年間 35 時間の

外国語活動を行い、５・６年生に週２回、年間 70 時間の「教科型」の英語を行うほ

か、東京都教育委員会が進める国際教育事業「Tokyo Global Gateway」を活用し

た校外学習を、各小学校で年 1 回実施し、国際理解教育の推進を図っていきます。 

（単位：千円）

主な事業

子どものいじめ防止対策

いじめ防止プロジェクト 独自 8,699 8,295 404

「ちよだみらいプロジェクト」に掲げた10年
後の姿を実現するための主な取組み 新規

拡充
独自

令和3年度
予算額

令和2年度
予算額

増(△)減額
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■ 児童・生徒が安全にのびのびと成長できる環境を整えます 

 

児童・生徒が一日の大半を過ごす教育施設を発育状況にあわせて良好な環境に整え

るとともに、子どもが安全で健やかに成長できるまちづくりをめざします。 

 

● 和泉小学校・いずみこども園等施設の建替整備について、学校関係者や保護者、

地域の関係者と意見交換・情報共有を行っていくとともに、隣接する公園との一体

的な整備を含めた整備方針を策定します。 

● 令和 2 年度に着工したお茶の水小学校・幼稚園の新校舎新築工事は、令和５年度

竣工をめざしています。令和 3 年度は、新築工事を継続するとともに、工事にあた

って発見された埋蔵文化財について、出土遺物の整理や文献調査、報告書の作成な

どを実施します。 

● 学識経験者、学校関係者、区民等で構成する「（仮称）今後の教育のあり方検討

協議会」を設置し、検討・協議を行いながら、未来を担う子どもたちのために、本

区の特色を生かした、今後の教育のあり方を検討していきます。 

● ウィズコロナ・アフターコロナにおける校外学習施設のあり方を含め、軽井沢少

年自然の家の今後の活用策について多様な視点から幅広く検討を行います。 

（単位：千円）

主な事業

特色ある教育活動 独自 73,221 71,359 1,862

きめ細かな指導の推進／健康・食育・体力向上プランの推進

ＩＣＴ教育の推進関連事業
拡充
独自

1,297,727 363,845 933,882

国際教育の推進

国際教育の推進 独自 52,632 48,095 4,537

その他

今後の教育のあり方検討 新規 5,174 0 5,174

きめ細かな指導の推進／健康・食育・体力向上プランの推進／国際教育の推進／伝統文化理解教育の推進

「ちよだみらいプロジェクト」に掲げた10年
後の姿を実現するための主な取組み 新規

拡充
独自

令和3年度
予算額

令和2年度
予算額

増(△)減額
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（単位：千円）

主な事業

教育施設の整備

和泉小学校・いずみこども園等施設整備調
査検討

6,960 7,094 △ 134

お茶の水小学校・幼稚園の整備関連事業 1,931,786 1,249,951 681,835

その他

今後の教育のあり方検討（再掲） 新規 5,174 0 5,174

軽井沢少年自然の家のあり方検討 新規 3,000 0 3,000

「ちよだみらいプロジェクト」に掲げた10年
後の姿を実現するための主な取組み 新規

拡充
独自

令和3年度
予算額

令和2年度
予算額

増(△)減額
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● 子育て関連予算額の推移 
令和 3年度の子ども一人あたりの予算額は 1,046千円となります。 

3,337 3,505 3,538
4,003

5,015

6,309

7,808

10,127
10,422

11,422
11,167

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

23 24 25 26 27 28 29 30 元 2 3

(百万円)

(年度)
 

 

 

 

● 児童・生徒一人あたりの小・中学校費決算額 23区比較（令和元年度決算） 

 

※予算額：保育園やこども園、学童クラブなど、児童福祉に要する経費を集計しており、 

職員給与費と施設整備費は含まれていません。 

※地方財政状況調査及び学校基本調査を基に千代田区で作成しています。 

※積立金、投資的経費及び東京都教職員の人件費は含まれていません。 
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● 保育園の定員数と待機児童数の推移 

728 843 908 915 915 930 960 970 970 970 970

70
100

100
250

451 530
765 825

1,036
1,320

1,480

75
75

85
80

87

92

92

340

367
383

352

373
418

421
422

425

419
378

1,138
1,310

1,391
1,517

1,814

1,953

2,231
2,297

2,518

2,801
2,920

0

400

800

1,200

1,600

2,000

2,400

2,800

3,200

23 24 25 26 27 28 29 30 元 2 3

囲み数字 は年度当初の待機児童数(３年度は見込数)（人数）

は定員合計数網掛け数字

0

（年度）

0
0

0

0

0

0

4

4

3

認証保育所等

地域型保育

私立保育園・私立認定こども園

区立保育園・こども園・幼保一体施

設

0

 

 

 

 

 

● 学童クラブの定員数と待機児童数の推移 

200 200 200 200 184 184 212 189 189 189 189

350 350 350
410 409

489
529 554 579 579 579

40 40 50 

90 
180 

200 

190 231 

365 370 
450 

590 590 600
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1,133 1,138
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0

0
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私立学童クラブ

学校内学童クラブ

区立学童クラブ

（人数）

は定員合計数

囲み数字 は年度当初の待機児童数（3年度は見込数）

私立学童クラブ

学校内学童クラブ

区立学童クラブ

0

0

0

0

（年度）

1,218

0

網掛け数字

 

 

【待機児童の定義 ※待機児童とは以下の定義を全て満たす方】 

・認可保育園への入園申し込みを「入園できれば希望園以外でも良い」とし、区内全園を希望していても 

入園することができなかった。 

・認可保育園や認証保育所等の施設に入所していない。 

・当該年度中に内定した園を辞退していない。 

・居宅訪問型保育事業の利用を辞退した（令和元年度から追加）。 

。 
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障害があっても、高齢になっても、住み慣れた地域で安心して暮らし続けられる千

代田区の実現にむけ、地域包括ケアシステムの構築・推進・深化を図り、必要な福祉サ

ービス基盤の整備と提供の充実に努めます。 

さらに、区民の命と健康を守るため予防接種の充実などの感染症対策や子どもから

高齢者までライフステージに応じた健康づくりの取組みで健康寿命の延伸をめざしま

す。 

 

■ みんなで助けあう減災のまちづくりを進めます 

 

区民、事業者、来街者等、地域を構成するすべての人々の助けあいによる減災のま

ちづくりを進めるとともに、危機管理即応態勢を構築していきます。 

 

● 区は災害対策として、区内 17 か所の公共施設を避難所として指定し、災害発生

時には被災者を受け入れます。しかし、避難者の中には、心身の状況から避難所での

生活が難しい場合も想定されるため、その対応として福祉避難所を開設します。令和

３年度は、福祉避難所の開設や運営に関する実践的な防災訓練を行い、災害発生時の

対応力の強化を図ります。 

 
  

（単位：千円）

主な事業

防災・減災対策の推進

福祉避難所の防災訓練 新規 2,310 0 2,310

「ちよだみらいプロジェクト」に掲げた10年
後の姿を実現するための主な取組み 新規

拡充
独自

令和3年度
予算額

令和2年度
予算額

増(△)減額

保健福祉に関する取組み 予算総額 7,863 百万円 
                  （令和２年度 8,234 百万円） 
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■ 感染症や食中毒等を予防し、発生時には迅速な対応をする体

制を整備します 

■ 一人ひとりの健康づくりを支援します 

■ 安心して医療が受けられるしくみづくりと、医療と介護の連

携の推進に努めます 

 

区民等の生命と健康を守るために、感染症や食中毒等を予防するとともに、健康危

機が発生した際に迅速かつ適切に対応するための体制を整備します。また、区民がい

きいきと健康で生活し続けられるよう、心身の健康づくりを支援します。さらに、区

民が安心して地域で生活できるよう、状況に応じて医療機関や在宅で適切な医療が受

けられる仕組みを強化するとともに、医療と介護の連携推進に取り組みます。 

 

● 新型コロナウイルス感染症に適切に対応するための体制を確保します。令和３年

度も引き続き、新型コロナウイルス感染症に関する問合せを専門に受けるコールセ

ンターの設置や緊急対応が必要となった際のＰＣＲ検査を実施します。また、感染症

患者を病院等へ移送する際に、必要に応じて民間救急車等により適切な移送を行い

ます。 

● 新型コロナウイルスの検体採取を行う九段下仮設診療所を引き続き運営していき

ます。発熱症状等のある区民の方等を対象に、医師が必要と判断した場合、保健所を

通さずに予約制でＰＣＲ検査を受けられる体制を維持していきます。また、区民の命

と健康を守るため、医療提供体制が維持できるよう災害拠点病院等を支援します。さ

らに、三師会（医師会、歯科医師会、薬剤師会）に対し、新型コロナウイルス感染拡

大の影響の下でも安定的・持続的な診療等を行えるよう支援します。 

● 九段下仮設診療所や区内医療機関で採取された検体、保健所が採取した濃厚接触

者等の検体について、保健所検査室でのＰＣＲ検体検査のほかに、民間検査事業者に

委託し、迅速に検査結果を伝える体制を確保していきます。 

● 食品衛生法改正及び都条例の廃止を受けて、弁当販売は許可制から届出制になり

ます。路上等で販売されている食品による食中毒の未然防止と、適正表示された食品

販売の徹底を図るため、路上弁当監視員を配置し、路上販売者の現状把握と、苦情等

が寄せられた際の迅速な対応を行います。 

● 来街者の増加が見込まれる東京 2020 大会期間中の医療体制を確保するため、休

日応急診療の充実を図ります。 

 

 

 

18



  

（単位：千円）

主な事業

関係機関との協力・連携の強化

健康危機管理対策
拡充
独自

495,955 1,434 494,521

感染症や食中毒、熱中症予防の普及啓発等

感染症健康診断 拡充 48,757 11,956 36,801

感染症公費負担 拡充 41,069 5,653 35,416

新型コロナウイルスＰＣＲ検査 新規 38,430 0 38,430

食品衛生（許可及び監視） 拡充 24,691 10,610 14,081

予防接種の推進

予防接種 388,445 412,509 △ 24,064

歯と口腔の健康増進

歯科口腔保健の推進 独自 54,384 54,250 134

データに基づく効果的な健診等の推進

成人健診 76,227 75,966 261

長寿健診 23,046 23,008 38

特定健康診査・特定保健指導（国民健康保
険事業会計）

34,736 35,394 △ 658

その他

休日応急診療 独自 60,345 56,676 3,669

「ちよだみらいプロジェクト」に掲げた10年
後の姿を実現するための主な取組み 新規

拡充
独自

令和3年度
予算額

令和2年度
予算額

増(△)減額
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■ 高齢者が安心して暮らせる地域づくりに向け、地域包括ケア

システムを構築・推進します 

■ 認知症高齢者を地域で見守り、支えるしくみを強化します 

 

地域包括ケアシステムを構築、推進し、高齢者が介護が必要になっても住み慣れた

地域で安心して暮らせる地域づくりに努めます。また、認知症の早期発見と治療に努

め、生涯できる限り地域で尊厳を持って生活できるような地域づくりを進めます。 

 

● 特別養護老人ホームや認知症高齢者グループホームなどの介護保険施設を運営し

ている社会福祉法人に対して、大規模改修工事等や環境配慮に対する設備改修に係

る経費の一部を助成し、利用者へのサービスや施設機能の向上を図ります。令和３

年度は、区内介護保険施設の停電時の非常電源確保のため、蓄電池やポータブル発

電機の購入に対して助成します。 

● 8050 世帯（親が 80 代・子が 50 代の世帯）の社会的孤立や生活困窮等が顕在

化していることから、令和３年度は、多くの人に「8050 問題」を理解してもらえ

るよう普及啓発していきます。また、ＳＮＳを活用して相談しやすい環境を用意

し、支援を必要とする方を把握するとともに、区とのつながりを作り、必要な支援

を行います。 

● 高齢者施策の拠点である高齢者総合サポートセンターは、新型コロナウイルス感

染拡大の影響の下でも、利用者や相談者が引き続き安心して利用できる施設として

運営できるよう、令和３年度は、利用者の感染防止策を徹底するため、指定管理者

の総合受付業務を充実させます。 

● 区内の介護サービス事業者が新型コロナウイルス感染拡大の影響の下でも、高齢

者に必要不可欠な介護サービスを提供できるよう、運営経費を支援します。 

● 在宅で介護している家族が新型コロナウイルス感染症に感染した場合、自宅に取

り残された要介護者を緊急かつ一時的に医療機関で受け入れ、家族が療養に専念す

るとともに、重症化リスクの高い高齢者の家庭内での感染防止を図ります。 

● 入所系介護施設の新規入所者や職員に加え、区内の介護事業者（訪問介護等事業

所）の介護従事者を対象にＰＣＲ検査を実施し、利用者等の感染拡大予防と施設内

クラスターの発生予防を図ります。 

 

 

 

20



 

 

（単位：千円）

主な事業

フレイル対策・介護予防の推進

フレイル対策事業 独自 10,603 12,420 △ 1,817

相談体制の充実

高齢者総合サポートセンター管理運営（総
合相談）

独自 133,000 133,000 0

よろず総合相談 独自 49,361 49,466 △ 105

包括的支援事業（介護保険特別会計） 43,500 43,500 0

8050問題等への対応

８０５０対策 新規 4,665 0 4,665

介護施設等の基盤整備／認知症対応施設の整備

介護施設改修助成
拡充
独自

59,730 69,600 △ 9,870

介護事業所運営助成
新規
独自

121,320 0 121,320

（仮称）神田錦町三丁目福祉施設整備の推
進

24,560 22,400 2,160

ハイリスク高齢者への家庭訪問／認知症相談と支援サービスの充実／認知症サポーターの養成／認知症ケアパスの活用

認知症支援サービス 独自 5,512 5,102 410

認知症総合支援事業（介護保険特別会計） 13,360 13,017 343

その他

高齢者総合サポートセンター管理運営（指
定管理料）

拡充
独自

156,781 135,581 21,200

在宅要介護者の受入体制整備事業 新規 4,890 0 4,890

介護施設等ＰＣＲ検査
新規
独自

66,451 0 66,451

「ちよだみらいプロジェクト」に掲げた10年
後の姿を実現するための主な取組み 新規

拡充
独自

令和3年度
予算額

令和2年度
予算額

増(△)減額
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■ 障害があっても暮らしやすい地域をめざします 

■ 障害者の就労を支援します 

 

誰にも優しい社会に向け、障害者が日常生活で必要とするサービス・支援の充実を

図ります。また、障害者が地域で自立した生活を送ることができるよう就労支援を充

実します。 

 

● 障害等のある方や要介護（要支援）高齢者の増加を見据え、旧千代田保健所敷地

に知的障害者向けグループホーム、認知症高齢者グループホーム及び地域交流機能

を有する地域の拠点を計画しています。令和３年度は、障害者支援施設、高齢者施

設の運営事業者を先行して選定し、施設の運営条件を整理します。また、地域交流

スペースの活用や建物規模を検討し、設計業者、施工業者等の選定準備を行います。 

● 障害等のある方が感じた「良かったこと」を通じて、地域で理解の輪を広げてい

くため、令和元年度に試行実施した区内の「良かったこと調査」の対象をすべての

障害等のある方に拡大して本格実施します。 

● 千代田区立障害者就労支援施設「ジョブ・サポート・プラザ ちよだ」は、令和４

年 3 月 31 日をもって指定期間が満了となるため、次期（令和４年４月１日から令

和 14 年 3 月 31 日まで）の指定管理者の選定を行っています。指定管理者を変更

する場合でも、現指定管理者と新たな指定管理者を並行稼働させることにより、着

実かつ円滑に事業を引き継ぎ、安定した事業運営をめざします。 

 

（単位：千円）

主な事業

地域移行支援の推進／障害者就労支援の推進／障害福祉サービスによる支援

ジョブ・サポート・プラザ　ちよだ管理運
営

拡充 37,135 30,298 6,837

障害者福祉センターの運営／障害児の通所支援等の推進

障害者福祉センターえみふる管理運営 独自 286,712 289,037 △ 2,325

差別解消の対応要領の公表

 障害者に対する理解促進 拡充 7,151 2,049 5,102

障害者施設の整備

（仮称）神田錦町三丁目福祉施設整備の推
進（再掲）

24,560 22,400 2,160

「ちよだみらいプロジェクト」に掲げた10年
後の姿を実現するための主な取組み 新規

拡充
独自

令和3年度
予算額

令和2年度
予算額

増(△)減額
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■ 安心して子育てができ、子どもたちがすくすくと育つ地域づ

くりを進めます 

 

妊娠・出産から子育てまで継続した支援を行い、子育てに関する不安が少なく、次

世代を担う子どもたちが健やかに成長できるまちづくりをめざします。 

 

● 新型コロナウイルス感染症対策として、安心して出産準備が行えるよう、妊婦に

対し妊婦健診受診時等に活用できるタクシー券を配付します。 

 
 

 

■ 福祉サービスの質の維持・向上に努めるとともに、生活困窮

者に対する生活支援を強化します 

 

生活困窮者など困難な課題を持つ人が、住み慣れた地域で自立した安定的な生活を

送れるよう、効果的な支援を行います。 

 

● 平成 30 年 4 月の社会福祉法の一部改正により、地域住民の複雑化・複合化した

支援ニーズに対応する包括的支援体制の整備に関する事項が、区市町村の策定する

地域福祉計画に盛り込むべき事項として新たに追加されました。令和３年度は、包

括的な支援体制の整備やそれに伴う重層的支援体制整備事業の検討に向けた取組方

針を明確にするため、平成 29 年３月に策定した地域福祉計画を改定します。 

 

 

（単位：千円）

主な事業

妊娠・出産から育児まで切れ目のない母子保健サービス

出産・子育て支援
拡充
独自

34,131 13,569 20,562

「ちよだみらいプロジェクト」に掲げた10年
後の姿を実現するための主な取組み 新規

拡充
独自

令和3年度
予算額

令和2年度
予算額

増(△)減額

（単位：千円）

主な事業

その他

地域福祉計画の改定 新規 4,588 0 4,588

「ちよだみらいプロジェクト」に掲げた10年
後の姿を実現するための主な取組み 新規

拡充
独自

令和3年度
予算額

令和2年度
予算額

増(△)減額
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● 要介護認定者の推移（各年度末時点） 

266 297 348 381 353 387 376 400 413 376 

184 
202 

210 213 246 231 235 220 225 277 

396 
429 

411 
440 414 385 388 394 418 446 

307 
307 

346 
327 383 402 402 403 380 

395 237 
238 

245 
278 

292 281 295 255 276 
273 

252 
248 

238 
258 

254 289 272 279 
281 

287 

279 
258 

285 
276 

274 275 254 279 231 
217 

2,271

1,921 1,979

2,083
2,173

2,216 2,250 2,222 2,230 2,224

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

22 23 24 25 26 27 28 29 30 元

要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５

（人）

（年度）

 

 

● 高齢者のための福祉サービス予算額の推移 

2,216 2,200

2,304
2,389

2,755

2,848
2,810

2,885

2,990 3,010

3,134

1,400

1,800

2,200

2,600

3,000

3,400

23 24 25 26 27 28 29 30 元 2 3
0

(百万円)

(年度)

 

 
※予算額：高齢者福祉費と他会計繰出金（国民健康保険事業会計を除く。）を集計しており、職員

給与費と施設整備費は含まれていません。 
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● 障害福祉サービスの延べ利用者数の推移（各年度末時点） 

1,748 
1,851 

2,223 

2,467 

2,811 

3,039 

3,306 

3,792 

3,912 
4,104 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

22 23 24 25 26 27 28 29 30 元

（人）

（年度）

 

 

● 障害者のための福祉サービス予算額の推移 

937 921
969

1,073
1,141

1,204
1,268

1,518

1,626
1,552 1,542

400

800

1,200

1,600

2,000

23 24 25 26 27 28 29 30 元 2 3
0

(百万円)

(年度)

 ※予算額：障害者福祉費を集計しており、職員給与費と施設整備費は含まれていません。 
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■ 国民健康保険事業会計 

 

国保制度改革により、平成 30 年度からの保険料の算定は、都が標準的な保険料率

を提示し、それを参考に区市町村が決定しています。 

本区は引き続き、特別区の統一保険料方式ではなく、都が示した標準保険料率を参

考に独自の保険料率を決定します。 

令和３年度は、一人あたりの医療費の増や東京都全体に対する本区の被保険者や所

得割合の増のため、都へ納める納付金が増額しました。その結果、医療分・支援金分・

介護分でそれぞれ引き上げとなりますが、制度改正に伴う激変緩和策ともに、区は昨

年度並みの法定外繰入金を投入することで、保険料の増加を抑制します。  

 

■保険料率表 

区分 令和３年度 令和２年度 増減 

 

医療分 

均等割 37,300円 37,300円 － 

所得割 7.25％ 7.14％ 0.11ポイント増 

上限額 63万円 63万円 － 

後期 

高齢者 

支援金分 

均等割 11,000円 11,000円 － 

所得割 2.04％ 1.93％ 0.11ポイント増 

上限額 19万円 19万円 ― 

 

計 

均等割 48,300円 48,300円 － 

所得割 9.29％ 9.07％ 0.22ポイント増 

上限額 82万円 82万円 ― 
 

介護 

納付金分 

均等割 14,200円 14,200円 － 

所得割 1.21％ 0.97％ 0.24ポイント増 

上限額 17万円 17万円 ― 
 

一人あたり

保険料額 

介護分なし 155,134円 153,846円 1,288円増 

介護分あり 188,426円 184,074円 4,353円増 

※介護納付金分は、介護保険第 2 号被保険者（40 歳以上 65 歳未満）に賦課されます。 

  

特別会計                 
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■ 介護保険特別会計 

 

 介護保険料は３年ごとに見直しを行っており、高齢者数及び要介護認定者数の増加

数を見込んだうえで、必要となるサービス量（介護給付費や地域支援事業費）を推計

し、定めています。第８期計画（令和３年度から令和５年度）において必要なサービ

ス量は、第７期計画（平成 30 年度から令和２年度）の実績と比較すると、高齢化の

進行や新たな施設の開設、介護報酬の増額改定等の影響により約 19.4％増加する見込

みです。区は、紙おむつの支給など介護保険外で実施しているサービスについて、引

き続き一般会計による高齢者施策の一環として実施するとともに、国の標準保険料段

階の多段階化や介護給付費準備基金の取り崩しを行い、サービス量の増加による１か

月あたりの保険料基準額の上昇を抑制します。 

■保険料上昇抑制の取組イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 後期高齢者医療特別会計 

 

後期高齢者医療保険料は 2 年ごとに改定されます。令和 3 年度は令和 2 年度と同じ

保険料率です。保険料の急激な負担増を緩和するため、都内 62 区市町村では、本来

保険料で賄うべき葬祭費等の財源について、引き続き特別対策として令和 2・3 年度

の２年間で 217 億円を負担します。 

さらに、広域連合の平成 30 年度・令和元年度の財政収支に係る剰余金も充当する

ことにより、保険料の上昇を抑制しています。 

 ■保険料率 

区分 令和 2・3 年度 平成 30・令和元年度 増減 

均等割 44,100 円 43,300 円 800 円増 

所得割 8.72％ 8.80％ 0.08 ポイント減 

上限額 64 万円 62 万円 2 万円増  

保険料段階の多段階
化を引き続き継続

△886円 介護給付費準備基金
の活用 △527円

介護保険外サービスや
地域支援事業の一部を
引き続き一般会計で実
施 △674円

第8期
保険料
基準月額
5,400円

5,400円

6,813円

5,927円

（第7期は5,300円）

紙おむつ支給など市町村特別給付
等として介護保険で行うことができる
事業（介護保険外サービス）や地域
支援事業の一部を介護保険事業と
して実施した場合

7,487円 △886円
△527円△674円

保険料の上昇を抑制 
７,487 円⇒5,400 円 
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区民生活が安全かつ快適で豊かなものになるように、新型コロナウイルス感染症に

よる影響も踏まえた支援に努めます。また、新しい生活様式の下で、区の魅力や活力

を高めていくことに努めるとともに、東京 2020 大会への対応を行っていきます。 

 

■ 清潔で、風格ある、安全・安心なまちづくりを進めます 

 

区民や事業者、千代田区を訪れる人など、すべての人々の主体的な取組みを通じて、

清潔で、風格ある、安全・安心なまちづくりを進めます。 

 

● 屋内喫煙所設置助成について、喫煙所を運営する事業者の負担軽減を図るため、

維持管理経費のうち賃料・賃料相当額の助成率及び助成限度額を引き上げます。ま

た、新たな喫煙所の形態に対応するため、従来の屋内喫煙所に加え、コンテナ型の

喫煙所を助成対象に追加することで、喫煙所の整備を加速化させます。 

● 安全で快適なまちの実現に向けて、引き続き、地域が行う活動を支援するため、

民間警備員による巡回パトロールを実施するとともに、客引き行為等防止重点地区

の拡大について地域と協議を行っていきます。 

 

 

 

（単位：千円）

主な事業

生活環境改善推進

生活環境改善推進 独自 42,307 41,532 775

公共の場所（道路、公園等）における喫煙対策

喫煙所設置対策
拡充
独自

363,582 351,058 12,524

客引き防止対策の推進

客引き行為等の防止対策 独自 45,300 52,294 △ 6,994

「ちよだみらいプロジェクト」に掲げた10年
後の姿を実現するための主な取組み 新規

拡充
独自

令和３年度
予算額

令和２年度
予算額

増(△)減額

地域振興に関する取組み 予算総額 5,890 百万円 
           （令和２年度 8,102 百万円）   
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■ 中小企業や商工業の活性化を支援します 

 

中小企業の経営安定化への支援や、起業支援を行うとともに、商工業の活性化に向

けた自主的な取組みを支援します。 

 

● 新型コロナウイルス感染拡大による区内中小企業への影響を踏まえ、令和２年度

から実施している「緊急経営支援特別資金」及び「小規模企業支援特別資金」による

支援を継続するとともに、「緊急経営支援特別資金」を利用した小規模事業者向けに

「新型コロナウイルス感染症対応借換資金」を新設し、より一層の支援を行います。

併せて、小規模企業支援特別資金利用者に向けた中小企業診断士による経営診断を

行うことで経営改善をサポートし、事業の継続及び成長を支援していきます。また、

令和２年度から強化している中小企業診断士による相談窓口を引き続き設置するこ

とで、新型コロナウイルス感染拡大により困難を強いられている区内中小企業を支

えていきます。 

● 新型コロナウイルス感染拡大による区内中小企業への影響を踏まえ、商工融資事

業で実施している経営相談を通じて発見した経営課題に対する新たな取組みへの補

助制度を新設することにより、区内小規模事業者のチャレンジ・チェンジを支援し、

区内商工業の活性化を図ります。 

● 新型コロナウイルス感染拡大による商工関係団体等への影響を踏まえ、新型コロ

ナウイルス感染症対策やキャッシュレス対応の支援を行うことで、区内商工業の活

性化や街のにぎわい創出を図ります。 

 

 

（単位：千円）

主な事業

起業支援の充実／中小ビルの活性化／商工融資・経営相談

商工融資事業 拡充 1,220,724 1,130,176 90,548

中小企業等経営支援
拡充
独自

8,987 7,716 1,271

小規模事業者緊急経営支援事業
新規
独自

46,000 0 46,000

商工関係団体への支援

商工関係団体等支援事業
拡充
独自

99,893 96,883 3,010

「ちよだみらいプロジェクト」に掲げた10年
後の姿を実現するための主な取組み 新規

拡充
独自

令和３年度
予算額

令和２年度
予算額

増(△)減額
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■ 区民が自主的に学習活動に取り組み、また、スポーツに親し

める環境づくりを進めます 

■ 豊かな歴史や文化資源、文化芸術を気軽に楽しみ、親しめる

環境づくりに取り組みます 

 

誰もが生涯を通じて多様な学習・スポーツ活動を行うことができるよう、仕組みづ

くりと人材育成を進めます。また、本区の持つ豊かな歴史や文化資源、文化・芸術活動

について、誰もが気軽に楽しみ、親しめる環境づくりに取り組みます。 

 

● 区民をはじめ、区を訪れる人が区の文化資源に触れる機会を増やし、地域の歴史

と文化への関心を高めるため、東京 2020 大会期間中、日比谷図書文化館において

「（仮称）浮世絵をうる・つくる・みる－紀伊国屋三谷家コレクションより－」を開

催します。また、文化財等の資源の顕在化と利活用を推進するため、令和３年度は、

地域計画の策定に向けた文化財総合調査等を実施し、区における文化財の計画的な

保存・活用を推進します。加えて、区で収蔵する指定文化財などを積極的に展示す

るため、施設の環境改善に向けた調査を行うとともに、貴重な文化財を展示できる

よう、密閉式展示ケースを整備するなど、文化財の適切な保存・活用をめざし、展示

環境を整えます。 

● これまで日本国内からの応募作品による公募展として開催してきた「ポコラート

全国公募展」を、区内大使館等とも連携しながら、文化の祭典として広く国外から

の作品も集結し、国内外の文化交流を促す「障害者アート（ポコラート）世界展 2020」

へと発展させ、延期された東京 2020 大会に合わせて開催します。 

● 令和２年度に引き続き、東京 2020 大会の気運醸成に向けた取組みを行うととも

に、大会期間中は、聖火リレー関連イベントやコミュニティライブサイトなどを実

施し、区民だけでなく区を訪れる多くの観戦客や観光客などにも楽しんでもらえる

取組みを進めていきます。 

 

（単位：千円）

主な事業

文化資源の見える化の展開／文化財の活用に向けた適切な保存・管理

文化財保護事業運営 219,548 134,380 85,168

文化芸術の秋フェスティバルや文化芸術鑑賞事業の展開

障害者アート世界展２０２０ 独自 80,000 87,000 △ 7,000

「ちよだみらいプロジェクト」に掲げた10年
後の姿を実現するための主な取組み 新規

拡充
独自

令和３年度
予算額

令和２年度
予算額

増(△)減額
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■ 地域力の向上を支援します 

 

地域の絆を大切にし、いざという時に助けあえる環境を整備するため、町会、個々

の在住区民、昼間区民など多様な主体の活動や連携を支援します。 

 

● 新型コロナウイルス感染拡大による地域への影響を踏まえ、地域の状況やニーズ

を把握し、地域コミュニティの現状・課題を分析します。そのうえで、地域活動に関

する相談・支援体制を充実させるとともに、マンションコミュニティの活性化支援、

地域と区内活動団体との交流を促進することで、ウィズコロナ・アフターコロナに

おける地域コミュニティの活性化を図っていきます。 

 

 

（単位：千円）

主な事業

その他

東京２０２０大会関連事業 111,085 113,262 △ 2,177

「ちよだみらいプロジェクト」に掲げた10年
後の姿を実現するための主な取組み 新規

拡充
独自

令和３年度
予算額

令和２年度
予算額

増(△)減額

（単位：千円）

主な事業

様々な活動主体の連携、協働への支援／個人としての地域活動への参加支援

地域コミュニティ醸成支援 拡充 7,995 5,156 2,839

「ちよだみらいプロジェクト」に掲げた10年
後の姿を実現するための主な取組み 新規

拡充
独自

令和３年度
予算額

令和２年度
予算額

増(△)減額
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区民の生命・財産を守るため、建築物の耐震化を進めるとともに、災害時の対応を

考慮したまちづくりを進めます。また、建築物の省エネ化、ＣＯ２削減など地球温暖化

対策に取り組むとともに、身近な緑や潤いある水辺空間を創出し、「住みやすさ」「居

心地の良さ」が実感でき、あわせて新型コロナウイルス感染症にも対応した、機能や

ゆとりのある空間を考慮したまちづくりを地域と共に推進します。 

 

■ 地域ごとのまちづくりのルールをつくります 

■ 多様な暮らし方に対応した住まい・住環境づくりを進めます 

 

地域の合意に基づいて、「地区計画制度」など都市計画の諸制度を活用し、住宅とオ

フィス・店舗等が調和した街並みや、街区内に緑、空間を配置するなど、良好な市街

地の形成を推進します。また、様々なライフステージやライフスタイルに対応した住

まい・住環境づくりを進め、居住の場としての魅力の向上に取り組みます。 

 

● 改定検討中の「千代田区都市計画マスタープラン」を踏まえ、老朽市街地の再生

や緑豊かな広場、歩行者空間を確保した街区再編、水辺など屋外の良質な空間の創

出等を行っていきます。秋葉原地域では、外神田一丁目地区の地区計画策定や公共

施設の機能更新に向けた調整を行います。飯田橋・富士見地域では、JR 飯田橋駅

の安全対策を推進するとともに、飯田橋駅東口周辺で検討されている開発計画の調

整を行います。神田駿河台地域では、御茶ノ水駅聖橋口駅前広場整備やバリアフリ

ー対策などの駅改良、駅周辺の道路整備を計画的に進めます。神田駅周辺では、神

田警察通り沿道のにぎわい形成を実現していくためのまちづくりの検討を行います。 

● 区内に居住する親世帯に近居するために住替えを行う子育て世帯や新婚世帯、子

どもの誕生・成長を機に区内転居する子育て世帯を対象に、家賃等の一部助成を実

施し、民間の住宅ストックを活用しながら、次世代の育成を担う子育て世帯などの

居住を支援します。 

● 計画地区内の附置義務緩和、集約などの適正配置の推進、建物低層部のにぎわい

創出や歩行環境の向上に取り組むため、令和 2 年３月に策定した「内神田一丁目周

辺地区都市再生駐車施設配置計画」に基づき、令和 3 年度からは、身体障害者用の

車や荷さばき車の駐車環境の改善を実施します。 

環境まちづくりに関する取組み 予算総額 8,718 百万円 
           （令和 2 年度 10,223 百万円） 
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■ だれもが移動しやすい環境の整備を進めます 

■ 建物の耐震化を促進します 

 

歩行者や自転車、車など、誰もが安全で、安心して、快適に移動しやすい地域交通

環境を整備します。また、地震による建物の倒壊等の被害から、区民の生命・財産を

保護するとともに、避難経路等の閉塞を防ぐため、建物の耐震化を促進します。 

 

● 放置自転車撤去システムを導入し、放置自転車の撤去強化など管理の迅速化を図

ります。また、駅周辺の放置自転車対策として、秋葉原周辺地区における啓発活動

と撤去作業の強化を行うとともに、有楽町駅周辺地区に一時利用者向けのコインパ

ーキングを増設するなど、誰もが安心して通行できる歩行空間を確保し、まちの景

観向上、安全で快適な道路環境づくりをめざします。 

● 自転車道の整備（神田警察通り）について、沿道協議会や地域などの意見を踏ま

えながらⅡ期区間の工事及びⅢ期区間以降の設計を実施します。 

● 歩道の設置・拡幅整備（明大通りⅡ期）について、沿道協議会等により、地域と

協議・調整しながら推進していきます。 

● 都条例により自転車利用者の自転車損害賠償保険等への加入が令和 2 年度から義

務化されたことから、区民が手軽に加入できる交通傷害保険を導入するとともに、

（単位：千円）

主な事業

地区の計画等の検討 22,192 16,289 5,903

地域別まちづくりの推進 独自 335,511 34,853 300,658

次世代育成住宅助成 独自 147,160 150,528 △ 3,368

都市再生駐車施設配置計画の運用
新規
独自

1,256 0 1,256

地域別まちづくりの推進／公共空間の活用検討

その他

様々な分野・主体との連携による住まい・住環境づくり

「ちよだみらいプロジェクト」に掲げた10年
後の姿を実現するための主な取組み 新規

拡充
独自

令和３年度
予算額

令和２年度
予算額

増(△)減額

地区計画制度の活用
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中学生を対象とする交通安全教室を実施し、自転車による交通事故対策を強化しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：千円）

主な事業

放置自転車対策 拡充 155,960 150,535 5,425

自転車道の整備 109,900 234,000 △ 124,100

電線類地中化の推進 665,000 501,130 163,870

歩道の設置・拡幅整備 230,000 145,200 84,800

建物の耐震化等促進事業 284,279 462,178 △ 177,899

交通安全推進 拡充 6,938 2,498 4,440

都市再生駐車施設配置計画の運用
（再掲）

新規
独自

1,256 0 1,256

橋梁の整備 908,430 928,000 △ 19,570

バリアフリー歩行空間の整備

その他

耐震化の啓発／建築物の所有者に対する指導・助言／耐震改修等に対する支援・助成

「ちよだみらいプロジェクト」に掲げた10年
後の姿を実現するための主な取組み 新規

拡充
独自

令和３年度
予算額

令和２年度
予算額

増(△)減額

自転車利用の推進
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■ 身近な緑を増やし、うるおいのあるまちをめざします 

■ 区民が自主的に学習活動に取り組み、また、スポーツに親し

める環境づくりを進めます 

 

区内に残された自然環境を次世代に引き継ぐとともに、身近な緑や親水性の高い水

辺空間を創出します。また、誰もが生涯を通じて多様な学習・スポーツ活動を行うこ

とができるよう、仕組みづくりと人材育成を進めます。 

 

● 外濠公園総合グラウンドについて、文化庁や財務省などの関係機関や利用団体と

の協議・調整を継続するとともに、整備に向けた詳細設計を行います。 

● 東郷元帥記念公園について、近隣住民や関係機関との合意形成を図りながら、公

園下段部広場の工事を完了するとともに、上・中段部の工事を実施します。 

● 錦華公園について、公園に隣接するお茶の水小学校・幼稚園の建替えと連携し、

地域住民や学校関係者等の意見を伺いながら整備内容の検討と設計を行うとともに、

公園整備工事に着手します。 

 

 

 

 

（単位：千円）

主な事業

ヒートアイランド対策・暑熱対策の推進 拡充 32,339 29,246 3,093

地域的な公害対策 拡充 10,613 3,857 6,756

外濠公園総合グラウンド整備 12,000 3,630 8,370

東郷元帥記念公園の整備 592,454 486,000 106,454

錦華公園の整備 106,000 24,000 82,000

地域と連携・協働した身近な緑の保全と創出

親水性の高い水辺空間の創出

その他

「ちよだみらいプロジェクト」に掲げた10年
後の姿を実現するための主な取組み 新規

拡充
独自

令和３年度
予算額

令和２年度
予算額

増(△)減額
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■ 地球に優しい環境づくりを進めます 

 

かけがえのない地球環境を次世代に引き継ぐため、政治・経済の中心地である千代

田区の地域特性を踏まえ、事業継続計画（ＢＣＰ）の観点を含めた温暖化対策に取り

組みます。 

 

● 「千代田区地球温暖化対策地域推進計画 2015」の改定に基づき、区民や区内事

業者に再生可能エネルギー由来の電力を普及させるための手法を検討して、令和４

年度の実施をめざします。また、再生可能エネルギーの効果的な活用等を推進する

ため、事業所ビルへ蓄電システムを設置する際の費用の助成を拡充します。 

● 気候変動や深刻なヒートアイランド現象による暑熱への対策として、「（仮称）千

代田区気候変動適応計画 2021」に基づき、暑熱環境に配慮が必要な子どもの施設

などにＷＢＧＴ（暑さ指数）測定器や日除け設備の設置を推進するとともに、今後

のヒートアイランド対策計画の見直しに向けた基礎調査に着手します。 

● 大気汚染防止法の一部改正により、アスベストの有無に係る事前調査方法が法定

化されるなど、令和 3 年度から規制が強化されることから、解体工事に伴うアスベ

ストの有無に係る事前調査結果に基づき、必要と認められる場合は工事現場への立

入検査を実施します。 

 

 

 

 

■ 資源循環型都市をめざします 

（単位：千円）

主な事業

地球温暖化対策 拡充 83,125 101,482 △ 18,357

ヒートアイランド対策・暑熱対策の推進
（再掲）

拡充 32,339 29,246 3,093

地域的な公害対策（再掲） 拡充 10,613 3,857 6,756

ヒートアイランド対策の推進

その他

「ちよだみらいプロジェクト」に掲げた10年
後の姿を実現するための主な取組み 新規

拡充
独自

令和３年度
予算額

令和２年度
予算額

増(△)減額

消費するエネルギーを減らす
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リデュース・リユース・リサイクル（３Ｒ）を促進し、区民・事業者・行政の緊密

な連携のもと、資源循環型都市千代田のさらなる構築に取り組みます。 

 

● 住民団体による自主的な回収を支援する有価物集団回収事業において、主な回収

品目である古紙の市況価格下落の影響を受ける事業者に対し、区が奨励金を支給し

事業の継続を支援します。 

 

 

（単位：千円）

主な事業

ごみ減量・リサイクル推進 拡充 32,844 33,044 △ 200

事業系ごみ等対策 2,742 1,740 1,002

排出指導

「ちよだみらいプロジェクト」に掲げた10年
後の姿を実現するための主な取組み 新規

拡充
独自

令和３年度
予算額

令和２年度
予算額

増(△)減額

ごみの減量
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首都直下地震や集中豪雨などの自然災害、テロ等の発生に備えるため、区民、事業

者、来街者等、地域を構成するすべての人々の助けあいによる減災のまちづくりを進

めるとともに、危機管理即応態勢を構築していきます。 

また、多様なニーズを持つ区民に対し、区民の目線に立った質の高い行政サービス

を提供するため、必要な区政情報を効果的に提供していくとともに、行政サービスの

あり方や仕事の進め方などについて検討・検証し、行政のデジタル化に向けた取組み

を推進します。 

 

■ みんなで助けあう減災のまちづくりを進めます 

 

区民、事業者、来街者等、地域を構成するすべての人々の助けあいによる減災のま

ちづくりを進めるとともに、危機管理即応態勢を構築していきます。 

 

● 高潮浸水想定区域が指定されたことや神田川の洪水浸水想定区域等が見直された

ことを受け、ハザードマップを新たに作成・修正するとともに、複数あるハザード

マップなど関連する情報をまとめて冊子化し、区内全世帯に配布します。また、日

頃の備えや水害発生時等の適切な行動につながるよう、ハザードマップや水害につ

いての解説動画を制作し、区ホームページを通じて周知します。 

● 千代田区の外国人人口は増加傾向にあり、多言語で災害情報を発信することの重

要性が増している状況を踏まえ、安全・安心メールの多言語（日本語・英語・中国

語・韓国語）配信を開始します。 

 

 

（単位：千円）

主な事業

防災・減災対策の推進／災害に強いまちづくり

防災意識の普及・啓発 拡充 25,145 24,547 598

防災センター管理運営 拡充 14,093 28,187 △ 14,094

「ちよだみらいプロジェクト」に掲げた10年
後の姿を実現するための主な取組み 新規

拡充
独自

令和３年度
予算額

令和２年度
予算額

増(△)減額

政策経営に関する取組み 予算総額 6,163 百万円 
           （令和２年度 6,064 百万円）   
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■ 区民の参画・協働と開かれた区政を実現します 

 

区民等の積極的・主体的な参画と協働を推進するとともに、必要な区政情報を効果

的に提供していきます。 

 

● 千代田区ＬＩＮＥ公式アカウントについて、従来の一斉配信に加え、登録者自身

があらかじめ選択した区政情報を受け取ることができる「セグメント配信」を開始

し、緊急情報のみならず、登録者のニーズに沿った情報の配信を行います。 

 

 

■ 質の高い、効果的で効率的な区政運営を推進します 

 

多様なニーズを持つ区民に対し、区民の目線に立った質の高い行政サービスを提供

するため、限られた財源や職員を最大限に活用していきます。 

 

● 庁内の情報化を推進し、住民サービスの向上と事務の効率化を進めていくうえで

必要不可欠な情報ネットワークである全庁ＬＡＮについて、複雑化したネットワー

クや老朽化した機器等の更新を行うとともに、従来の高度なセキュリティ対策を活

かしつつ、効率性や利便性の向上に向けたシステムリプレースに着手します。また、

職員が庁舎内のスペースを有効活用し、より機動的に業務を進められるようにする

ため、庁内の各職場において無線ＬＡＮ化を進めるとともに、ウィズコロナにおけ

る新しい生活様式を見据えてＷｅｂ会議システムやリモートワークシステムを運用

していきます。 

● 住民情報を扱う総合住民サービスシステムについて、デジタル化を推進し、区民

サービスの向上を図るため、国が示した「デジタル社会の実現に向けた改革の基本

方針」を踏まえ、新システムの稼働に向けた調査・検証を行います。また、窓口手続

のデジタル化や各種証明書等の電子交付に係る実験などを行い、行政手続オンライ

ン化の実現に向け、効果と課題を検証します。 

 

（単位：千円）

主な事業

多様な手段による区政情報の発信

ＳＮＳを活用した情報発信の強化 新規 6,952 0 6,952

「ちよだみらいプロジェクト」に掲げた10年
後の姿を実現するための主な取組み 新規

拡充
独自

令和３年度
予算額

令和２年度
予算額

増(△)減額
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● 区の内部事務を支える総合行政システムについて、業務効率化やさらなるセキュ

リティの向上を図るため、令和５年度の新システム稼働に向けたシステムリプレー

スに着手します。リプレースにあたっては、内部事務の効率化に留まらず、新たな

生活様式や将来の働き方改革への対応（リモートワーク）を視野に入れ、業務の標

準化を進めるとともに、デジタル技術（ＲＰＡ・ＡＩ）の活用を検討し、業務生産

性の向上をめざします。 

● デジタル化の推進にあたり、現在、庁内で管理・保管している膨大な業務データ

を分析・調査し、既存システムの更新や新たなシステムの構築における最適化を図

っていきます。また、必要なハードウェアなどの機器整備のみならず、デジタル化

を図る業務運用上の統一性を確保するため、外部の専門家等の意見を取り入れなが

ら、規定やガイドラインなどの環境整備に取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：千円）

主な事業

ＩＣＴの活用等による事務の効率化

全庁ＬＡＮの運営 拡充 1,572,976 882,178 690,798

総合住民サービスシステムの運営 拡充 856,902 978,961 △ 122,059

総合行政システムのリプレース 33,623 62,209 △ 28,586

デジタル化の推進に向けた調査検討 新規 63,875 0 63,875

「ちよだみらいプロジェクト」に掲げた10年
後の姿を実現するための主な取組み 新規

拡充
独自

令和３年度
予算額

令和２年度
予算額

増(△)減額
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以下の前提条件のもと、今後の財政見通しを作成しました。 

 

 全般的事項  

１ 一般会計で行う全事業を対象に、財源とあわせて推計しました。 

２ 経常歳出等のシーリングは、行っていません。 

３ 人口の増加による歳入・歳出への影響を見込んでいます。 

４ 令和３年度予算の数値を基礎として、下記の要因を見込んでいます。 

 

 歳入  

１ 特別区税 

特別区民税、特別区たばこ税、軽自動車税、入湯税の合計です。特別区民税は、人口の

増に伴う納税義務者数の増を見込んでいます。特別区たばこ税は、税率の改定による影響

やたばこ売渡本数の減を見込んでいます。 

２ 地方消費税交付金 

暦日要因による影響等を見込んでいます。 

３ 基金繰入金 

様々な目的のために区で設置している各種基金の取崩しです。 

歳出の増減に伴い、財源として繰り入れる基金繰入の増減等を見込んでいます。 

４ その他の一般財源 

基金利子については、その利率を固定（0.05％）で見込んでいます。 

５ その他の特定財源 

道路占用料の改定による増や歳出増減に伴う国・都支出金の増減などを見込んでいます。 

 

 歳出  

１ 義務的経費 

法令等で支出が義務付けられており、任意に削減できない経費で、人件費、扶助費（生

活保護費など、社会保障制度の一環として、各種法令等に基づき行う給付に要する経費）、

公債費（区の借金の返済に要する経費）の合計です。 

人件費は、定年退職者数の増減による退職手当の増減等を見込んでいます。扶助費は、

人口の増による給付の増を見込んでいます。公債費は、既発債の償還を見込んでいます。 

２ 投資的経費 

学校、区民施設や道路・橋梁の整備等に係る経費です。施設整備の進捗や計画的な施設

保全経費等を見込んでいます。 

３ 一般的な事業費 

上記１、２以外の全ての歳出で、施設の運営に係る委託料、民間の保育施設や高齢者施

設などへの補助、国民健康保険・介護保険・後期高齢者医療保険の区負担分等の合計です。 

 

 区債残高（年度末）  

区債の新規発行をせずに既発債を償還した結果、各年度末に見込まれる区債残高です。 

 

 基金残高（年度末）  

各年度の基金繰入や運用利子積立の結果、各年度末に見込まれる基金残高です。 

 

今後の財政見通し 6 
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令和３年度～令和 12 年度の財政見通し（一般会計ベース） 

  

POINT 今後も健全な財政運営をめざします 

●区の平成 12 年度決算における経常収支比率は 88.5％、人件費比率は 34.7％でした。

そこで区では、平成 13 年度末に「千代田区行財政改革に関する基本条例」を制定し、

経常収支比率 85％程度、人件費比率 25％程度の財政指標を定め、行財政効率化を推

進してきました。その結果、令和元年度決算における経常収支比率は 72.7％、人件費

比率は 19.3％となっています。さらに、道路占用料の改定などの歳入確保や事務事業

の見直し・再構築などにも取り組み、持続可能な財政運営を図ってきました。 

●今回の財政見通しでは、基金は、今後 10 年間で子育てや高齢者施策、施設整備等に

657 億円を活用し、令和 12 年度末残高は 382 億円となる見込みです。 

●また、区では平成 12 年度以降、新たに区債（借金）を発行しておらず、令和４年度に

償還完了（完済）する予定となっており、将来世代に負担を残さない財政運営を行って

います。 

●引き続き、歳入確保や事務事業の見直し・再構築を行うとともに、様々な行政需要に対

し、基金を有効に活用しながら、「千代田区行財政改革に関する基本条例」で定めた財

政指標を堅持し、健全な財政運営を行っていきます。 

（単位：百万円）

３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８～1２年度 合計

62,779 64,924 69,251 68,180 61,110 300,130 626,374

34,302 35,818 37,366 37,257 38,461 196,574 379,778

19,493 20,606 21,717 22,503 22,807 117,396 224,522

9,600 10,000 10,300 9,400 10,300 52,408 102,008

3,891 3,869 4,006 4,006 4,006 20,030 39,808

1,318 1,343 1,343 1,348 1,348 6,740 13,440

28,477 29,106 31,885 30,923 22,649 103,556 246,596

7,482 7,681 8,424 8,041 7,570 38,349 77,547

11,994 10,609 12,621 12,067 4,814 13,545 65,650

財 政 調 整 基 金 4,571 1,773 0 0 0 4,421 10,765

その他特定目的基金 7,423 8,836 12,621 12,067 4,814 9,124 54,885

9,001 10,816 10,840 10,815 10,265 51,662 103,399

62,779 64,924 69,251 68,180 61,110 300,130 626,374

19,738 20,287 20,670 21,044 21,311 109,442 212,492

12,521 12,869 12,892 13,093 13,185 66,770 131,330

職 員 給 与 費 9,333 9,593 9,802 9,985 10,154 51,837 100,704

退 職 手 当 791 880 694 712 635 2,953 6,665

そ の 他 の 人 件費 2,397 2,396 2,396 2,396 2,396 11,980 23,961

7,162 7,403 7,778 7,951 8,126 42,672 81,092

55 15 0 0 0 0 70

6,990 8,748 13,127 14,070 6,891 27,000 76,826

36,051 35,889 35,454 33,066 32,908 163,688 337,056

0 0 0 0 0 0 0

15 0 0 0 0 0

91,537 80,977 68,402 56,376 51,597 38,173

33,207 31,453 31,470 31,486 31,502 27,160

58,329 49,524 36,932 24,890 20,095 11,013

0 △ 10,560 △ 23,135 △ 35,161 △ 39,940 △ 53,364

区 分

歳 入 （ A ）

一 般 財 源

特 別 区 税

国 ・ 都 支 出 金

基 金 繰 入 金

その他の特定財源

地方消費税交付金

その他の一般財源

特 定 財 源

財 政 調 整 交 付 金

歳 出 （ B ）

義 務 的 経 費

人 件 費

扶 助 費

基金残高（対３年度末増減）

差引収支（Ａ）-（Ｂ）

区 債 残 高 （ 年 度 末 ）

基 金 残 高 （ 年 度 末 ）

公 債 費

投 資 的 経 費

一 般 的 な 事 業 費

財 政 調 整 基 金

その他特定目的 基金

42



 

 

（単位：百万円）

３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 8～12年度 合計

11,994 10,609 12,621 12,067 4,814 13,545 65,650

財政調整基金繰入金 4,571 1,773 0 0 0 4,421 10,765

旧区立外神田区分所有部分取得 532 0 0 0 0 0 532

公 共 料 金 支 払 基 金 繰 出 金 500 0 0 0 0 0 500

財 源 不 足 対 応 分 3,539 1,773 0 0 0 4,421 9,733

コミュニティ活性化基金繰入金 76 76 76 76 76 380 760

商 工 関 係 団 体 等 支 援 事 業 64 64 64 64 64 320 640

地域コミュニティ活性化事業 12 12 12 12 12 60 120

社会資本等整備基金繰入金 5,139 6,226 9,226 8,925 2,538 3,204 35,258

区有施設整備・都市基盤整備等 5,139 6,226 9,226 8,925 2,538 3,204 35,258

地域福祉支援基金繰入金 8 8 8 8 8 40 80

社 会 福 祉 協 議 会 支 援 8 8 8 8 8 40 80

災害対策基金繰入金 224 224 128 128 128 640 1,472

備 蓄 物 資 ・ 機 器 等 の 整 備 等 224 224 128 128 128 640 1,472

高齢者福祉基金繰入金 472 477 481 486 491 2,582 4,989

運 営 費 補 助 等 472 477 481 486 491 2,582 4,989

環境対策基金繰入金 241 241 241 241 241 1,205 2,410

各 種 助 成 制 度 等 241 241 241 241 241 1,205 2,410

子ども・子育て支援事業基金繰入金 1,262 657 904 312 204 1,073 4,412

施 設 整 備 補 助 346 349 594 0 0 0 1,289

運 営 費 補 助 等 916 308 310 312 204 1,073 3,123

新規・拡充事業相当分 0 927 1,557 1,891 1,128 0 5,503

高齢者福祉基金、環境対策基 金、
子 ど も ・ 子 育 て 支 援 事 業 基 金

0 927 1,557 1,891 1,128 0 5,503

令和３年度～令和12年度の財政見通しにおける基金充当一覧

基 金 繰 入 金 合 計
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各事業の見通し 

 

 事業の継続性を図り、財政の「見える化」をさらに進めるため、新規・拡

充・主要事業の各事業別の見通しを作成しました。 

 

■子ども部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参 考 

 

（単位：百万円）

事業名

私立保育所等整備補助（私立保育
所）

442 681 1,161
令和４年度に１園、令和５年度に２園
の開設を見込んでいます

保育所用地の整備 120 － －
保育需要に対応するよう、状況に応じ
て整備を進めます

私立保育所等運営補助 4,186 4,487 5,090
私立認可保育所数の増加を見込んでい
ます

地域型保育事業運営補助 528 528 528
引き続き、地域型保育事業への運営補
助を実施します

認証保育所等運営補助 1,326 1,326 1,326
引き続き、認証保育所等への運営補助
を実施します

就学前プログラムの改訂 5 令和３年度完了

いずみこどもプラザ運営補助 89 89 89
引き続き、いずみこどもプラザへの運
営補助を実施します

富士見わんぱくひろば事業運営 111 111 111
引き続き、富士見わんぱくひろば事業
を実施します

放課後子どもプラン 346 346 351
令和５年度に２校について、夏休み等
の長期休暇中の開室開始に伴う経費の
増加を見込んでいます

私立学童クラブ運営補助 603 603 603
引き続き、私立学童クラブへの運営補
助を実施します

（仮称）四番町公共施設整備 134 1,213 927
整備スケジュールに基づき工事を進め
ます（図書館・区営住宅等を含む）

次世代育成手当 105 109 112
人口増に伴う経費の増加を見込んでい
ます

児童手当 874 909 935
人口増に伴う経費の増加を見込んでい
ます

こども医療費助成 447 465 478
人口増に伴う経費の増加を見込んでい
ます

子ども在宅サービス 9 9 9
引き続き、子ども在宅サービスを実施
します

保護者の多様なライフスタイルに応じた子育てができる環境を整えます

安心して子育てができ、子どもたちがすくすくと育つ地域づくりを進めます

ちよだみらいプロジェクトの施策の目標
令和3年度

予算額
令和4年度

見込額
令和5年度

見込額 見込額の考え方
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（単位：百万円）

事業名

子ども発達センター「さくらキッ
ズ」

92 96 99
人口増に伴う経費の増加を見込んでい
ます

重症心身障害児等在宅レスパイト事
業

3 3 3
引き続き、重症心身障害児等在宅レス
パイト事業を実施します

障害児ケアプラン「はばたきプラ
ン」

20 21 21
人口増に伴う経費の増加を見込んでい
ます

いじめ防止プロジェクト 9 9 9
人口増に伴う経費の増加を見込んでい
ます

国際教育の推進 53 55 56
人口増に伴う経費の増加を見込んでい
ます

特色ある教育活動 73 76 78
人口増に伴う経費の増加を見込んでい
ます

ＩＣＴ学校教育システムの推進 1,124 857 1,081
人口増及びシステムリプレースに伴う
経費を見込んでいます（小学校管理
分・中学校管理分）

ＩＣＴ教育の推進 174 174 174 引き続き、ＩＣＴ教育を推進します

和泉小学校・いずみこども園等施設
整備調査検討

7 － －
令和３年度に整備方針を策定し、令和
４年度以降設計等を進めます

今後の教育のあり方検討 5 － －
令和３年度の調査・検討結果を踏ま
え、令和４年度以降今後の教育のあり
方について取組みを進めます

軽井沢少年自然の家のあり方検討 3 － －
令和３年度の調査・検討結果を踏ま
え、令和４年度以降軽井沢少年自然の
家のあり方について取組みを進めます

お茶の水小学校・幼稚園仮校舎運営 179 179 60
引き続き、本校舎移転までの仮校舎運
営を実施します

お茶の水小学校・幼稚園の整備 1,753 2,050 6,157
整備スケジュールに基づき工事を進め
ます

安心して子育てができ、子どもたちがすくすくと育つ地域づくりを進めます

ちよだみらいプロジェクトの施策の目標
令和3年度

予算額
令和4年度

見込額
令和5年度

見込額 見込額の考え方

他者を思いやり、人との関係をより良く築く力を共に育む教育を進めます

グローバル社会で活躍する資質・能力を育て、主体的・協働的・創造的に生きる力を身に付ける質の高い教育を進めます

児童・生徒が安全にのびのびと成長できる環境を整えます
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■保健福祉部 

 

（単位：百万円）

事業名

みんなで助けあう減災のまちづくりを進めます

福祉避難所の防災訓練 2 12 12
令和４年度からすべての福祉避難所で
の防災訓練の実施を見込んでいます。

感染症や食中毒等を予防し、発生時には迅速な対応をする体制を整備します

予防接種 388 396 404
人口増に伴う経費の増加を見込んでい
ます

感染症健康診断 49 49 49
引き続き、新型コロナウイルス感染症
の動向を踏まえ、感染症対策を実施し
ます

感染症公費負担 41 41 41
引き続き、新型コロナウイルス感染症
の動向を踏まえ、感染症対策を実施し
ます

健康危機管理対策 496 496 496
引き続き、新型コロナウイルス感染症
の動向を踏まえ、感染症対策を実施し
ます

新型コロナウイルスＰＣＲ検査 38 38 38
引き続き、新型コロナウイルス感染症
の動向を踏まえ、感染症対策を実施し
ます

食品衛生（許可及び監視） 25 15 15
令和３年度は、食品総合システムのリ
プレースを含んでいます

一人ひとりの健康づくりを支援します

成人健診 76 78 79
人口増に伴う経費の増加を見込んでい
ます

長寿健診 23 23 24
老年人口増に伴う経費の増加を見込ん
でいます

歯科口腔保健の推進 54 55 56
人口増に伴う経費の増加を見込んでい
ます

特定健康診査・特定保健指導（国民
健康保険事業会計）

35 35 36
人口増に伴う経費の増加を見込んでい
ます

安心して医療が受けられるしくみづくりと、医療と介護の連携の推進に努めます

休日応急診療 60 52 52
令和３年度は、東京2020大会対応を
含んでいます

高齢者が安心して暮らせる地域づくりに向け、地域包括ケアシステムを構築・推進します

８０５０対策 5 5 5 引き続き、8050対策を実施します

高齢者総合サポートセンター管理運
営（総合相談）

133 133 133 引き続き、総合相談を実施します

高齢者総合サポートセンター管理運
営（指定管理料）

157 157 158
引き続き、高齢者総合サポートセン
ターの管理運営を実施します

ちよだみらいプロジェクトの施策の目標
令和３年度

予算額
令和４年度

見込額
令和５年度

見込額
見込額の考え方
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（単位：百万円）

事業名

高齢者が安心して暮らせる地域づくりに向け、地域包括ケアシステムを構築・推進します

介護施設改修助成 60 9 9
令和３年度は、ジロール麹町増床改修
を含んでいます

介護事業所運営助成 121 121 121
引き続き、新型コロナウイルス感染症
の動向を踏まえ、感染症対策を実施し
ます

よろず総合相談 49 49 49
引き続き、よろず総合相談を実施しま
す

在宅要介護者の受入体制整備事業 5 5 5
引き続き、新型コロナウイルス感染症
の動向を踏まえ、感染症対策を実施し
ます

フレイル対策事業 11 11 11
引き続き、フレイル対策事業を実施し
ます

（仮称）神田錦町三丁目福祉施設整
備の推進

25 25 25
引き続き、（仮称）神田錦町三丁目福
祉施設整備の推進を実施します

介護施設等ＰＣＲ検査 66 66 66
引き続き、新型コロナウイルス感染症
の動向を踏まえ、感染症対策を実施し
ます

包括的支援事業（介護保険特別会
計）

44 44 44
引き続き、包括的支援事業を実施しま
す

認知症高齢者を地域で見守り、支えるしくみを強化します

認知症支援サービス 6 6 6
引き続き、認知症支援サービスを実施
します

認知症総合支援事業（介護保険特別
会計）

13 13 13
引き続き、認知症総合支援事業を実施
します

障害があっても暮らしやすい地域をめざします

障害者に対する理解促進 7 2 2
令和３年度は、「良かったこと調査」
の実施を含んでいます

障害者福祉センターえみふる管理運
営

287 288 288
指定管理料の収支計画に基づく経費を
見込んでいます

（仮称）神田錦町三丁目福祉施設整
備の推進

25 25 25
引き続き、（仮称）神田錦町三丁目福
祉施設整備の推進を実施します

障害者の就労を支援します

ジョブ・サポート・プラザ　ちよだ
管理運営

37 36 36
令和３年度は、準備業務支援を含んで
います

安心して子育てができ、子どもたちがすくすくと育つ地域づくりを進めます

出産・子育て支援 34 20 20
令和３年度は、妊婦用タクシー券の配
付の実施を含んでいます

福祉サービスの質の維持・向上に努めるとともに、生活困窮者に対する生活支援を強化します

地域福祉計画の改定 5 令和３年度完了

ちよだみらいプロジェクトの施策の目標
令和３年度

予算額
令和４年度

見込額
令和５年度

見込額
見込額の考え方
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■地域振興部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：百万円）

事業名

清潔で、風格ある、安全・安心なまちづくりを進めます

生活環境改善推進 42 42 42
引き続き、生活環境改善の取組みを実
施します

喫煙所設置対策 364 387 410
喫煙所設置数の増による維持管理費用
の助成の増を見込んでいます

客引き行為等の防止対策 45 45 45
引き続き、客引き行為等の防止対策を
実施します

中小企業や商工業の活性化を支援します

商工融資事業 1,221 1,166 1,178
令和３年度は新設する借換資金の信用
保証料を含んでおり、融資額の増によ
る利子補給金の増を見込んでいます

商工関係団体等支援事業 100 100 100
引き続き、中小企業や商工業の活性化
を支援します

中小企業等経営支援 9 9 9
引き続き、中小企業や商工業の活性化
を支援します

小規模事業者緊急経営支援事業 46 令和３年度完了

区民が自主的に学習活動に取り組み、また、スポーツに親しめる環境づくりを進めます

東京２０２０大会関連事業 111 令和３年度完了

豊かな歴史や文化資源、文化芸術を気軽に楽しみ、親しめる環境づくりに取り組みます

障害者アート世界展２０２０ 80 令和３年度完了

文化財保護事業運営 220 － －
令和３年度の施設環境調査に基づき、
必要な取組みを実施していきます

地域力の向上を支援します

地域コミュニティ醸成支援 8 5 5
令和３年度は新型コロナウイルス感染
拡大を踏まえた地域コミュニティの現
状分析等を含んでいます

ちよだみらいプロジェクトの施策の目標
令和３年度

予算額
令和４年度

見込額
令和５年度

見込額
見込額の考え方
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■環境まちづくり部 

 

 

 

 

（単位：百万円）

事業名

地域ごとのまちづくりのルールをつくります

都市再生駐車施設配置計画の運用 1 1 1
引き続き、都市再生駐車施設配置計画
の運用を推進します

地区の計画等の検討 22 23 23
引き続き、地区の計画等の検討を推進
します

秋葉原地域まちづくりの推進 4 5 5
引き続き、秋葉原地域のまちづくりを
推進します

飯田橋・富士見地域まちづくりの推
進

15 15 15
引き続き、飯田橋・富士見地域のまち
づくりを推進します

神田駿河台地域まちづくりの推進 313 83 253
御茶ノ水駅聖橋口駅前広場機能整備の
事業進捗を見込んでいます

神田駅周辺地域まちづくりの推進 3 4 4
引き続き、神田駅周辺地域のまちづく
りを推進します

多様な暮らし方に対応した住まい・住環境づくりを進めます

次世代育成住宅助成 147 147 147
引き続き、次世代育成住宅助成を実施
します

だれもが移動しやすい環境の整備を進めます

交通安全推進 7 7 7 引き続き、交通安全推進を実施します

放置自転車対策 156 147 147
令和３年度に放置自転車等撤去システ
ム導入し、自転車撤去作業の改善を見
込んでいます

電線類地中化の推進 665 855 465
大神宮通り、多町大通り南周辺、二七
通り、和泉公園周辺の事業進捗を見込
んでいます

歩道の設置・拡幅整備 230 285 20
明大通りⅡ期の事業進捗を見込んでい
ます

橋梁の整備 908 1,517 1,923
お茶の水橋・後楽橋・雉子橋の事業進
捗を見込んでいます

自転車道の整備 110 490 460
神田警察通りの事業進捗を見込んでい
ます

建物の耐震化を促進します

建物の耐震化等促進事業 284 403 403
耐震診断や耐震改修等の助成経費の増
加を見込んでいます

ちよだみらいプロジェクトの施策の目標
令和3年度

予算額
令和4年度

見込額
令和5年度

見込額
見込額の考え方
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（単位：百万円）

事業名

身近な緑を増やし、うるおいのあるまちをめざします

外濠公園総合グラウンド整備 12 － －
令和３年度の詳細設計に基づき、工事
を実施します

東郷元帥記念公園の整備 592 439
令和４年度の工事完了を見込んでいま
す

錦華公園の整備 106 395
令和４年度の工事完了を見込んでいま
す

地球に優しい環境づくりを進めます

ヒートアイランド対策・暑熱対策の
推進

32 33 34
クールスポットやヒートアイランド対
策の助成経費、暑熱対策経費の増加を
見込んでいます

地球温暖化対策の推進 12 7 7
令和３年度は再生可能エネルギーの普
及促進調査を含んでいます

建築物の省エネ推進 69 70 72
省エネ設備の導入助成の経費の増加を
見込んでいます

第４次実行計画の推進 3 3 3
引き続き、「千代田区地球温暖化対策
第４次実行計画」に基づき、事業を実
施します

地域的な公害対策 11 11 11
引き続き、地域的な公害対策を実施し
ます

資源循環型都市をめざします

事業系ごみ等対策 3 2 2
令和３年度は、普及啓発ＤＶＤの作成
経費を含んでいます

ごみ減量・リサイクル推進 33 31 34
令和３年度と令和５年度は、資源とご
みの分け方・出し方冊子などの作成経
費を含んでいます

ちよだみらいプロジェクトの施策の目標 令和3年度

予算額
令和4年度

見込額
令和5年度

見込額
見込額の考え方
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■政策経営部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：百万円）

事業名

防災意識の普及・啓発 25 12 12
令和３年度はハザードマップの更新及
び全戸配布を含んでいます

防災センター管理運営 14 14 14
引き続き、防災センターの管理運営を
行います

ＳＮＳを活用した情報発信の強化 7 2 2
令和３年度は運用・保守経費に加えシ
ステム開発費を含んでいます

全庁ＬＡＮの運営 1,573 2,121 1,236
令和５年度の新システム運用開始に向
けて構築を進めます

総合住民サービスシステムの運営 857 － －
令和３年度の調査・検証に基づき、新
システムの構築を進めます

総合行政システムのリプレース 34 350 150
令和５年度の新システム運用開始に向
けて構築を進めます

デジタル化の推進に向けた調査検討 64 令和３年度完了

みんなで助けあう減災のまちづくりを進めます

区民の参画・協働と開かれた区政を実現します

質の高い、効果的で効率的な区政運営を推進します

ちよだみらいプロジェクトの施策の目標
令和3年度

予算額
令和4年度

見込額
令和5年度

見込額 見込額の考え方
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